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　　一栗の出荷一
野原にある栗組合共同出荷場では、自動撰

別機で粒をそろえられた栗が、1日おきに10

kg入の箱で100～200箱位出荷されています。

今年は実入の頃、台風5号の余波をうけ、

収量は例年の半分ぐらいで、』値段は高めとの

ことです。
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（2）広報こうなん昭和50年10月15日

　
村
の
財
政
事
情
の
公
表
は
、
年
二
回

行
な
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
昭
和
四
十

九
年
度
の
決
算
概
要
と
財
産
の
状
況
昭

和
五
十
年
度
予
算
の
執
行
状
況
（
六
月

三
十
日
現
在
）
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
　
昭
和
四
十
九
年
度
一
般
会
計
決
算
に

つ
い
て
は
、
歳
入
総
額
九
億
六
千
百
五

十
四
万
九
千
七
百
三
十
三
円
、
歳
出
総

額
九
億
四
千
三
百
八
万
九
百
九
十
円
で

差
引
一
千
八
百
四
十
六
万
八
千
七
百
四

十
三
円
の
繰
越
金
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
公
表
か
ら
、
村
の
財
政
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
み
な
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
が
、
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
る
か
を
、
ご
理
解
い
た
だ

き
、
今
後
の
村
の
発
展
に
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教育施設を整備

しまかつ事情のあ

昭
和
五
十
年
度
に
つ
い
て
は
、
歳
入

で
三
十
％
、
歳
出
で
十
八
％
が
執
行
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

（単位千円）村税の内訳
区　　　分 税　額 一世帯当り

村　　民　　税 129，695 68，841円

固定資産税 80，535 42，747円

軽自動車税 3，933 2，鰺7円

たばこ消費税 13，053 6，928円

電　　気　　税 ll，138 5，912円

特別土地保有税 9，516 5～051円

合　　　計 247，870 131，566円

性　　質　　別

歳　出1内訳
（単粒干円）

そ　　の　　他
94，306

（10．0％）

物　　件　　費
●

72，717（7’．7％〉 ㌧

補助費扶助費
121，153
（12．9％）

ρ

人　　件　　費

250，102

（26．5％）

9

建設事業費
（農業対策）

（道路整備）

（幼稚園建設）

（集会所建設） 曹　　　．

404，803
（42．9％）

・　■

♂

村　税

　　247，870

　　　25．8％

依存財源

歳　入「

961，549
単位千円、

国県支出金

　227，390
　　23．6％

地方交付税

　313，804
　　32．6％ン

ご

一般財源

…％｛董難灘，寸灘

（単位千円）歳出の内訳
区　　　分 決算額 構成比 前年対比 一世帯の額

議　　会　　費 23，626 2．5％ 10．4％ 12，540円

総　　務　　費 135，674 14．4％ 75．1％ 72，014円

民　　生　　費 61，345 6．5％ △31．5％ 32，561円

衛　　生　　費 18，845 2．0％ 19．8％ 10，003円

農林水産業費 328，082 34．8％ 76．8％ 174，141円

商　　工　　費 3，778 0．4％ 40．3％ 2，005円

土　　木　　費 91，427 9．7％ △27．6％ 48，528円

消　　防　　費 44，384 4．7％ 20．7％ 23，559円

教　　育　　費 176，411 18．7％ 32．0％ 93，637円

災害復旧費 0
公　　債　　費 39，508 4．2％ 44．4％ 20，970円

諸　支　出　金 20，000 2．1％ 66．7％ 10，616円

予　　備　　費 0
歳　出　合　計 943，080 100．0％ 29．5％ 500，574円

）
レ

』げン



昭和50年10月15日3）広報こうなん

昭和49年度決算
昭和49年度一般会計現債額（借入額）

生活環境や

村の財政

（

（

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
特
別
会
計
決
算
概
要

　
国
保
特
別
会
計
の
約
八
二
・
三
％
を

占
め
る
医
療
費
は
前
年
に
比
し
四
一
・

一
％
と
非
常
に
高
い
伸
び
率
を
示
し
て

お
り
ま
す
が
、
歳
入
総
額
で
九
千
六
百

八
十
万
三
千
五
百
三
十
六
円
に
対
し
、

歳
出
総
額
九
千
四
百
四
十
九
万
五
百
二

十
四
円
と
な
り
、
差
引
二
百
三
十
一
万

三
千
十
二
円
の
剰
余
金
を
残
し
て
決
算

区　　　分 金　額 説　　　　　　　明

教　育　債 千円
181，～582

学校・幼稚園・集会所等建設費

土　木　債 116，640 道　路　整　備　事　業

農林水産業債 26，654 農村センター建設費
衛　生　債 677 母子健康センター建設費

民　生　債 33，150 保　育　所　建　設　費

減税補てん債 146

合　　計 358，849

産

教育委員会管理財産

i・露3詣5聾㎡

1臨＼ン
1
ドロロ　ロコ　　　　ロド　ロリロロ　ロ　コ　ロ　　

：　　　　土地開発基金

i脅魏美土地，
i雌弦54・如

i画ラ器＿
口

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、
保

険
税
は
、
前
年
に
対
し
て
、
四
四
％
増

で
一
世
帯
平
均
三
万
四
千
七
十
五
円
と

な
り
、
ま
た
、
一
世
帯
当
り
の
診
療
費

は
、
七
万
一
千
五
百
七
十
七
円
と
な
っ

て
お
り
、
被
保
険
者
一
人
が
こ
の
一
年

間
に
約
四
・
二
回
病
気
に
か
か
り
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
日
数
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
平
均

　　　　　　財
村長管理財産

　　建物

34，071，100円

　　　　　　有価証券
　財　　　　380，000円

出資による権利

　380，000円

十
四
日
間

通
院
し
た

こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
国

保
へ
の
加

入
世
帯
は

年
度
末
現

在
で
、
一

千
八
十
二

世
帯
で
、

被
保
険
者

加
入
率
は

村
の
人
口

　
　
　
　
　
　
の
約
四
十

　
　
　
　
　
　
三
パ
ー
セ

　
　
　
　
　
　
ン
ト
に
な

　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。

（、
保険税
　　37，α39

　　38．3％

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
入
6
0
円

そ
の
他
　
歳
鰍
千

％
計
慌

　
－
会
繰
3

3
搬
欝
％

　
　
　
　
繰
生
5

そ
の
他

繰
越
金

　
　
　
罪

昭和50年度予算に対する

収入及び支出の概況（6月30日現在）

　　　　　　　　　　　　　　 　か　　　　　　　 　　　ま　

壽　蓋入楼課数髄収
税税金金債金び金得料び税入

歳入

国県補助金

　49，667
　51．3％

2億円

そ
の
他

費
　
％
讐
保

1億円

療養の給付
77，804

823％

・
く
’

歳出

予算総額7億8，849万9千円

収入済額2億3，363万8千円（296％）

支出済額1億3，469万3千円（171％）

歳入 口予算額
圏収入済額

歳出 口予算額
囲支出済額

域
’
舜

2」

農
林
水
産
業
費

総
　
務
　
費

土
　
木
　
費

教
　
育
　
費

民
　
生
　
費

公
　
債
　
費

消

防
　
費

議
　
会
　
費

衛
　
生
　
費

商
　
工
　
費

そ
　
の
　
他

1億円

2億円

3億円
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霧
膨
笏
辮
笏
影
鰯
笏

軽
自
動
車
の
車
輌
検
査

　
　
　
　
　
　
十
月
一
日
か
ら
継
続
検
査
実
施

　
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
、
道

路
運
送
法
が
改
正
に
な
り
、
軽
自
動
車

（
三
・
四
輪
に
限
る
）
に
つ
い
て
も
、

車
輌
検
査
制
度
（
車
検
）
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

車
検
実
施
の
主
旨

　
こ
の
検
査
は
、
軽
自
動
車
の
、
な
を

一
層
の
安
全
性
と
公
害
防
止
に
つ
い
て

細
か
い
検
査
を
普
通
自
動
車
と
同
じ
よ

う
に
行
な
い
ま
す
。

検
査
期
限
は

　
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
全
部
の
軽
自

動
車
は
、
こ
の
九
月
三
十
日
ま
で
に
、

一
回
目
の
車
検
を
受
け
、
検
査
証
を
備

え
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
車
に
貼
っ
て
い
る

謹

iii－10月の納税一

唾村県民税第3期
iii国民健康保険税第4期
ロレ

lii納期10月31日までです

iil◆あなたの健康を
ili　　　守る保険税◆

こ
と
に
な
り
ま
す
。

検
査
を
受
け
な
い
と

　
こ
の
軽
自
動
車
検
査
を
受
け
な
い
と

車
の
使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
ρ

　
　
継
続
検
査
は
二
年
目
ご
と
に

　
車
検
の
有
効
期
間
は
、
二
年
間
で
す

か
ら
、
車
検
証
を
ご
覧
に
な
り
、
車
検

期
限
に
遅
れ
な
い
よ
う
、
継
続
車
検
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

車
検
に
は

　
　
　
　
納
税
証
明
書
を

　
車
検
に
あ
た
っ
て
は
、
役
場
税
務
課

で
発
行
す
る
軽
自
動
車
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と
を
証
明
す
る
納
税
証
明
書
を
呈

示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
．
り
ま
す
。

◎
な
お
、
く
わ
し
く
は
、
軽
自
動
車
検

　
査
協
会
埼
玉
事
務
所
（
上
尾
市
）

電
話
　
〇
四
八
五
－
二
五
1
二
六
二
六

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

四
十
九
年
度
は
一
千
三
百
万
円

た
ば
こ
は
村
内
で

　
み
な
さ
ん
が
、
た
ば
こ
一
箱
（
二
十

本
入
、
一
〇
〇
円
）
を
、
村
内
の
小
売

店
か
ら
お
買
い
に
な
り
ま
す
と
、
た
ば

こ
消
費
税
と
し
て
、
村
へ
十
六
円
六
銭

が
入
る
勘
定
に
な
っ
て
お
り
、
ま
と
ま

る
と
非
常
に
大
き
な
財
源
に
な
る
も
の

で
す
。

　
昭
和
四
十
九
年
度
に
お
い
て
は
、
一

千
三
百
五
万
三
千
百
十
円
も
の
た
ば
こ

消
費
税
の
収
入
が
あ
り
、
村
税
の
う
ち

で
も
安
定
し
た
財
源
と
し
て
、
村
行
政

に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

　
旅
行
や
出
張
で
お
出
か
け
の
際
は
村

内
で
お
買
い
求
め
の
う
え
、
お
出
か
け

く
だ
さ
る
よ
う
お
心
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
　
☆
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
☆

小
作
契
約
の

　
　
　
　
　
　
更
新
を

十
月
三
十
日
が
期
限

　
統
制
小
作
料
に
よ
る
農
地
の
賃
貸
借

契
約
を
結
ん
で
い
る
か
た
は
、
本
年
の

十
月
三
十
一
日
で
五
ケ
年
の
契
約
の
期

限
が
き
れ
ま
す
。

　
目
下
、
農
業
委
員
会
で
契
約
更
新
の

事
務
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
地
区
担
当
の
農
業
委
員
さ
ん
を
通
じ

て
契
約
の
書
類
を
配
付
し
ま
す
か
ら
、

再
契
約
を
結
ん
で
、
農
業
委
員
会
に
届

出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
従
来
の
統
制
小
作
料
は
、
昭

和
五
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
で
、
以

後
は
標
準
小
作
料
に
な
り
ま
す
。

◎
く
わ
し
く
は
、
役
場
産
業
課
に
お
問

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

口
翅
0
1
じ
口
睡
o
口
q
口
睡
口
旦
o
口
甦
口
o
翅
ロ
ロ
慶
旦
ロ
ロ
o
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
」

　
昭
和
三
十
年
一
月
一
日
、
当
時
の

御
正
村
と
小
原
村
が
合
併
を
し
、
現

在
の
江
南
村
が
誕
生
し
て
、
今
年
で

満
二
十
年
が
経
過
し
、
充
実
し
た
基

盤
を
軸
に
、
新
た
な
発
展
を
は
か
る

重
要
な
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
十
年
前
に
、

村
を
象
徴
す
渇

紋
章
と
し
て
内

定
し
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
公
募
に
よ

改
め
て
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、
次
に

よ
り
図
案
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
利
用
価
値
を
高
め
る
意
味

で
は
、
す
っ
き
り
し
た
図
案
の
も
の

写
て
取
り
き
め
た
も
の
で
虞
の
で

村
章
を
公
募

合
併
二
十
年
を
む
か
え

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
納
得
の
い
か

な
い
行
政
上
の
苦
情
や
要
望
、
ま
た
家

庭
内
で
の
心
配
ご
と
や
隣
近
所
と

の
も
め
ご
と
で
お
困
り
の
か
た
は

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
以
前
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
し
た
が
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
福

祉
の
向
上
に
な
お
一
層
お
役
に
た

て
る
よ
う
、
弁
護
士
と
契
約
し
て

一
年
に
四
回
、
相
談
日
に
来
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
今
回
の
相
談

日
に
も
、
出
席
し

行　　政　　一
、　，相談10月28日
心配こと

て
い
た
だ
く
予
定
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

が
好
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
募
集
期
限
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
昭
和
五
十
年
十
二
月
末
日
　

一
一
、
規
　
格
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
B
五
版
用
紙
（
画
用
紙
な
　

　
　
　
　
ど
）
薫
色
で
記
載
し
、
皿

　
　
　
　
　
　
左
欄
に
提
出
者
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
住
所
・
氏
名
．
年
口

　
　
　
　
　
　
齢
を
付
記
し
て
く
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
だ
さ
い
。
　
　
　
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

三
、
提
出
先
　
江
南
村
役
場
総
務
課
㎝

四
、
そ
の
他
　
採
用
さ
れ
た
も
の
に
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
は
、
感
謝
状
と
賞
金
一
万
円
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

　
　
　
制
定
に
参
考
と
さ
れ
た
も
の
　

　
　
　
に
は
、
ア
イ
デ
ア
賞
と
し
て
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
二
千
円
を
さ
し
上
げ
ま
す
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
L

用
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
◎
相
談
日
時
　
十
月
二
十
八
日
（

　
相
談
内
容
は
、
秘
密
が
守
ら
れ
、
費

を
と
り

な
体
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
火
）
午
前
九
時
三

　
　
　
　
　
　
十
分
か
ら
正
午
ま

　
　
　
　
　
　
で
。

　
ま
た
、
住
民
相
談
の
窓
口
が
、

役
場
総
務
課
に
常
時
置
い
て
あ
り

ま
す
の
で
、
月
一
回
の
相
談
日
以

外
で
も
、
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば

村
の
相
談
委
員
・
県
民
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
、
村
の
関
係
各
課
へ
連
絡

　
、
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う

◎
場
　
所
母
子
セ
ン
タ
ー

）

「
ゾ

＼

ノ
ダ
、
、y
）
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覧
寸

！

　
村
の
伝
説
を
語
る
人

が
健
在
な
う
ち
に
書
き

し
る
し
て
、
子
孫
に
伝

え
る
た
め
に
、
郷
土
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
掲
載
い

た
し
ま
す
。

　
こ
の
伝
説
は
、
史
実

に
多
少
の
肉
付
を
い
た

し
ま
し
た
。

姥＆鍵

が　郷
　　第牛
　　＿ン
沢、リ
　　話1
　　　ズ

　
　
　
　
　
　
　
小
江
川
　
三
角
英
吉

　
武
蔵
野
国
、
松
山
城
主
上
田
朝
直
は

越
後
固
の
上
杉
謙
信
と
そ
の
重
臣
で
智

将
太
田
三
楽
の
謀
略
に
よ
り
、
は
か
な

く
も
落
城
止
む
な
し
と
判
断
し
て
、
一

人
娘
の
小
萩
姫
を
乳
母
の
さ
わ
（
さ
わ

は
、
武
蔵
七
党
豪
族
の
血
を
受
け
た

女
で
あ
っ
た
が
、
故
あ
っ
て
上
田
家

に
入
り
乳
母
と
な
る
）
に
ゆ
だ
ね
、

乳
母
の
里
へ
と
落
ち
の
び
さ
せ
b

た
が
、
乳
母
は
、
今
生
の
見

納
め
と
、
鎌
倉
街
道
を
四
ツ

山
の
出
城
へ
と
向
っ
た
。

　
城
は
焼
け
落
ち
悲
嘆
に
く
れ
た
巡

礼
姿
の
主
従
は
、
今
市
か
ら
ト
ボ
ト

ボ
と
赤
浜
へ
向
う
道
中
何
が
運
命
を
狂

わ
せ
た
の
か
篠
場
が
原
（
篠
場
の
庄
領

地
、
当
主
篠
場
昭
二
さ
ん
）
で
日
光
街

道
へ
と
迷
い
込
み
、
短
い
秋
の
日
は
、

い
つ
し
か
西
に
傾
い
た
が
、
気
丈
な
乳

母
は
、
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
追
手
か
ら
も

逃
げ
の
び
ら
れ
た
も
の
と
、
　
「
姫
、
一

休
み
い
た
し
ま
し
遠
う
ぞ
え
」
と
。

　
腰
を
お
ろ
す
と
、
乳
母
は
姫
が
不
び

ん
に
思
え
た
。
そ
し
て
、
気
丈
と
言
っ

て
も
女
は
女
、
己
れ
が
哀
れ
に
な
っ
た

の
か
、
乳
母
の
持
病
の
癩
（
シ
ャ
ク
）

が
起
っ
た
。

　
姫
は
、
あ
た
り
を
見
渡
し
て
も
如
何

に
せ
ん
、
人
影
さ
え
見
え
ぬ
山
の
中
、

薬
籠
（
ヤ
ク
ロ
ウ
）
よ
り
薬
を
飲
ま
せ

夜
露
に
ぬ
れ
な
が
ら
介
抱
し
た
が
、
帰

ら
ぬ
身
と
な
っ
た
。

　
姫
は
近
く
の
人
の
手
を
借
り
、
ね
ん

ご
ろ
に
葬
り
、
乳
母
さ
わ
之
墓
と
墓
標

を
建
て
、
十
六
歳
の
姫
は
、
い
ず
こ
と

も
な
く
立
去
っ
た
。

　
そ
の
後
、
誰
れ
言
う
と
な
く
「
う
ば

が
沢
」
と
言
う
よ
う
に
な
り
、
人
々
の

　
　
　
心
を
悲
し
ま
せ
ま
し
た
。

と
川
本
村
境
附
近
の
地
名
で
、

も
人
家
の
な
い
山
中
で
す
。

墓
」
も
今
で
は
見
当
た
ら
ず
、

け
が
名
残
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
今
を
去
る
四
百
十

三
年
前
の
永
隷
四
年
（
一
五
六

一
）
の
晩
秋
の
頃
、
す
す
き
は

風
に
ゆ
ら
ぎ
、
雁
は
竿
に
な
り

か
ぎ
に
な
っ
て
渡
る
頃
で
し
た
。

　
※
　
次
回
は
コ
夜
土
堤
」

の
予
定
で
す
。
　
（
註
）
”
姥
が

沢
は
、
上
新
田
前
か
ら
、
千
代

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
で

　
　
　
　
　
　
　
　
「
さ
わ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
地
名
だ

七
十
歳
以
上
は
四
百
三
十
九
人

　
　
　
最
高
齢
者
は
九
十
五
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
老
の
日
に
記
念
品

　
社
会
の
た
め
に
長
い
あ
い
だ
尽
し
て

こ
ら
れ
た
お
年
寄
の
か
た
を
尊
敬
し
、

長
寿
を
祝
い
、
今
後
の
老
人
福
祉
を
み

ん
な
で
深
め
て
い
く
こ
と
は
、
年
々
高

齢
化
社
会
に
進
ん
で
い
る
い
ま
、
大
変

意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
お
年
寄
の
か
た
が
た
が
長
生
き
し
て

よ
か
っ
た
と
心
か
ら
言
え
る
よ
う
な
生

活
環
境
や
お
年
寄
自
ら
も
積
極
的
に
社

会
の
一
員
と
し
て
生
活
し
、
活
動
で
き

る
よ
う
、
一
人
一
人
が
真
剣
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
村
で
は
、
七
十
歳
以
上
に
な
ら
れ
た

か
た
の
長
寿
を
お
祝
い
し
て
「
敬
老
の

日
」
に
記
念
品
を
さ
し
上
げ
ま
し
た
。

　
九
月
十
五
日
現
在
で
米
寿
以
上
の
か

た
が
た
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

氏　　　名 年齢 字　名

新井や寿さん 95 上新田

橋本いちさん 91 御正新田

篠崎なみさん 89 成　　沢

小松原さとさん 89 樋　　春

岡部猪野三郎さん 88 小江川

長谷川だゑさん 88 上押切

　
村
内
の
七
十
歳
以
上
の
か
た
を
字
別

に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

上上三成字
押新

切田本沢名

七一66男

女
三
一一

九
一
三

一
二

一二三五合
九四九一
〃〃〃人計

合老千板小野須御樋樋下
．全柴塩江鴫春春押
計ム代　井　川原広田南北切
七一　　「　　二　　 一　 一一
五六五二八七〇六七八五〇三

　
一
〇

　
一
七

　
一
二
三
〇

　
一
二

　
一
三
三
〇
　
八

一
一
四

　
三
　
九

二
一

一
一
七
四

二
一
二
人

二
七
〃

一
七
〃

四
八
〃

一
九
〃

一
九
〃

五
〇
〃

一
五
〃

三
二
〃

　
五
〃

一
四
〃

三
七
〃

四
三
九

　
ダ
イ
ア
ナ
ク
ラ
ブ
に
訪
問
演
奏

　
　
　
　
　
　
ー
ヂ
ー
ゼ
ル
㈱
江
南
エ
場
バ
ン
ド
ー

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
㈱
が
江
南
村
千
代
の
　
　
を
演
奏
中
の
同
社
ク
ラ
ブ
員
。

地
に
進
出
し
、
時
代
の
先
端
を
行
く
自

動
車
の
空
調
機
器
の
生
産
を
始
め
て
か

ら
満
五
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
当
時
は
三
百
三
十
余
名
で
あ
っ
た
従

業
員
が
、
今
で
憶
約
八
石
名
の
人
員
を

擁
す
る
程
に
成
長
し
て
い
嶋
そ
う
で
す
。

　
こ
の
中
に
あ
っ
て
、
舞
踊
、
詩
吟
、

演
奏
な
ど
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
者
同

志
が
集
り
、
余
暇
を
利
用
し
て
、
練
習

に
励
ん
で
い
る
ク
ラ
ブ
が
出
来
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
た
び
小
江
川
の
ダ
イ
ァ
ナ
ク
ラ

ブ
に
入
所
し
て
い
る
お
と
し
よ
り
を
慰

問
し
、
普
段
か
ら
き
た
え
た
数
々
の
演

奏
や
喉
を
三
時
間
余
に
わ
た
り
披
露
し

非
常
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
写
真
は
名
曲
・
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同和対策
　　シリーズ

水平社の創立

　
大
正
十
一
年
三
月
三
日
、
こ
の
日
は

被
差
別
部
落
の
歴
史
、
解
放
運
動
の
上

で
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
画
期
的
な

日
で
す
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
日
、
京

都
市
岡
崎
の
公
会
堂
に
、
全
国
各
地
の

被
差
別
部
落
の
代
表
者
二
千
人
が
集
ま

っ
て
「
全
国
水
平
社
創
立
大
会
」
が
開

か
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
大
会
で
は
、
三
力
条
の
綱
領
と

「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」

と
叫
ん
だ
水
平
社
宣
言
を
採
択
し
、
全

国
六
千
部
落
三
百
万
人
の
被
差
別
部
落

の
人
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
解
放
の
た

め
に
立
ち
あ
が
る
決
意
を
示
む
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
明
治
の
末
か
ら
大
正
に
か
け

て
進
め
ら
れ
て
き
た
融
和
主
義
運
動
に

対
し
、
こ
の
よ
う
な
方
針
を
し
り
ぞ
け

被
差
別
部
落
の
入
た
ち
自
身
の
実
力
で

解
放
を
勝
ち
取
ろ
う
と
い
う
動
き
が
結

集
し
た
も
の
で
す
。

　
三
力
条
の
綱
領
で
は
、
自
ら
の
力
と

団
結
に
よ
っ
て
解
放
を
期
し
て
い
く
と

と
も
に
、
差
別
的
な
言
動
は
今
後
い
っ

さ
い
許
さ
な
い
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
全
国
水
平
社
の
創
立
に
呼
応
し

て
、
全
国
各
地
に
水
平
社
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
が
、
埼
玉
県
で
は
大
正
十
一
年

四
月
十
四
日
、
全
国
二
番
目
の
組
織
と

し
て
、
　
「
埼
玉
県
水
平
社
」
が
結
成
さ

れ
た
の
で
す
。

　
水
平
社
の
活
動
は
、
そ
の
決
議
に
も

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
身
分
差
別
的

な
言
動
に
対
す
る
糾
弾
か
ら
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
し
か
し
水
平
社
の
活
動
が
さ

か
ん
に
な
っ
て
も
、
差
別
が
姿
を
消
す

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
政
府
や
官
憲
の
糾
弾

闘
争
に
対
す
る
圧
迫
が
加
え
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
水
平
社
の
糾
弾
を
受
け
た
人

た
ち
か
ら
、
反
対
に
暴
力
を
ふ
る
わ
れ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
水
平
社
の
活
動
は
、
個

人
の
差
別
的
言
動
に
対
す
る
糾
弾
運
動

か
ら
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は

差
別
の
本
質
を
外
面
に
あ
ら
わ
れ
る
事

象
の
み
で
と
ら
え
る
考
え
方
で
し
た
。

こ
の
結
果
、
差
別
的
な
言
動
さ
え
表
面

に
出
さ
な
け
れ
ば
差
別
に
な
ら
な
い
と

い
う
考
え
を
生
み
だ
し
、
被
差
別
部
落

の
人
た
ち
を
異
端
視
し
て
敬
遠
的
違
和

的
な
感
情
を
人
び
と
に
も
た
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
す
る
反
省
と
し
て
、
水
平

社
の
運
動
方
針
は
、
大
正
末
か
ら
昭
和

の
は
じ
め
に
か
け
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
差
別
を
な
く
す
に
は
、
差

別
を
生
み
だ
し
そ
れ
を
拡
大
し
て
い
る

社
会
の
政
治
や
経
済
の
構
造
に
目
を
向

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
考
え
方

で
す
。

　
こ
の
考
え
方
は
、
被
差
別
部
落
の
中

の
急
進
的
な
青
年
層
を
と
ち
え
、
水
平

運
動
を
農
民
組
合
や
労
働
組
合
の
活
動

と
結
び
つ
け
、
運
動
の
重
点
を
個
々
の

差
別
事
象
の
糾
弾
か
ら
全
般
的
な
労
農

戦
線
の
闘
争
に
う
つ
し
て
い
く
と
い
う

方
向
で
活
動
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
（
部
落
解
放
同
盟
埼
玉
県
連
合
会
執

　
　
行
委
員
長
　
野
本
勝
彦
先
生
）

くらしのちえ

ふ
っ
と
う
し
た
湯
に
タ
マ
ゴ

を
入
れ
る
と
半
熟
が
五
分
、

八
分
熟
が
七
分
、

堅
ゆ
で
が
、
十
五
分
で

で
き
ま
す
。

て
ん
ぷ
ら
を
じ
ょ
う
ず

に
揚
げ
る
に
は
、
コ
ロ

モ
の
中
に
重
曹
を
入
れ

る
と
、
大
き
く
カ
ラ
ッ

と
揚
が
り
ま
す
。

ス
ズ
メ

退
治
猟
友

　
約
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
を
耕
作

し
て
い
る
江
南
村
で
は
、
水
稲
の
出
来

不
出
来
に
よ
っ
て
農
家
所
得
に
も
大
き

な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
、
病
害
虫

の
被
害
も
少
な
く
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
と

こ
ろ
、
村
内
全
域
で
ス
ズ
メ
の
害
が
で

は
じ
め
、
村
で
駆
除
を
す
る
よ
う
強
い

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
群
で
お
し
よ
せ
る
ス
ズ
メ
は
、
今

で
は
も
う
、
　
「
か
か
し
」
は
も
と
よ
り

ガ
ス
鉄
砲
に
も
び
く
と
も
し
な
く
な
り

県
か
ら
「
有
害
鳥
駆
除
」
の
許
可
を
受

け
九
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
の
三
日
間

〉
い
っ
せ
い
射
撃
（
上
新
田
で
）

を
実
施

会
が
協
力

　
　
〉
落
さ
れ
た
ス
ズ
メ

に
わ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
各
字
の
支
部

長
さ
ん
の
情
報
に
よ
る
場
所
で
、
毎
日

十
名
の
村
内
猟
友
会
の
役
員
さ
ん
が
待

ち
構
え
、
群
に
向
っ
て
い
っ
せ
い
射
撃

を
浴
せ
ま
し
た
。

　
ス
ズ
メ
も
初
め
は
、
カ
ラ
鉄
砲
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
ら
し
い
の
で
す
が
、

仲
間
が
一
羽
二
羽
と
傷
つ
き
、
打
ち
落

さ
れ
て
い
く
と
残
り
の
ス
ズ
メ
は
一
目

散
に
遠
く
へ
飛
び
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ス
ズ
メ
の
害
も
乳
熟
期
が
終
り
、
粒

が
固
く
な
る
と
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
三
日
間
の
獲
物
は
、
し
め
て
約

八
百
羽
、
使
用
し
た
弾
丸
は
一
千
発
に

達
し
、
あ
る
時
は
銃
身
が
熱
く
な
る
程

連
続
発
射
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
猟
友

会
の
役
員
さ
ん
、
ご
く
ろ
う
様
で
し
た
。

）

＼
「ビ

＼
し
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の
晶
焔
在
縷

よ
子
ど
も
っ
ぽ
い

　
　
私
の
お
か
あ
さ
ん

江
南
中
　
一
B
　
駒
井
ひ
ろ
み

「
お
か
あ
さ
ん
」
と
聞
く
と
、
ど
こ

の
お
か
あ
さ
ん
も
子
ど
も
を
叱
っ
て
、

そ
し
て
、
や
さ
し
い
と
だ
れ
で
も
思
い

ま
す
。
私
の
お
か
あ
さ
ん
も
そ
う
で
す

が
、
も
っ
と
変
っ
て
い
る
お
か
あ
さ
ん

で
す
。
ど
こ
が
変
っ
て
い
る
か
と
言
う

ど
、
体
の
弱
い
わ
り
に
私
と
姉
な
ん
か

と
プ
ロ
レ
ス
ご
っ
こ
し
た
り
、
バ
レ
ー

を
し
た
り
い
ろ
い
ろ
す
る
の
で
す
。

　
バ
レ
ー
を
や
る
と
き
な
ん
か
こ
う
言

う
ん
で
す
。
　
「
お
か
あ
さ
ん
は
、
ひ
ろ

み
な
ん
か
よ
り
、
ず
っ
と
う
ま
い

ん
だ
か
ら
」
と
得
意
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
お
か
あ

さ
ん
は
昔
、
バ
レ
ー
を
や

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
好
き
で

私
や
姉
を
さ
そ
っ
て
や
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
お
か
あ
さ
ん
は
、
プ
ロ
レ
ス

が
大
好
き
な
ん
で
す
。
特
に
、
テ
レ
ビ

の
プ
ロ
レ
ス
で
す
。
日
本
が
わ
が
ま
け

て
い
る
と
「
ほ
ら
、
が
ん
ば
れ
、
ぶ
っ

と
ば
し
ち
ゃ
え
」
な
ん
て
大
声
で
叫
け

ぶ
の
で
私
も
姉
も
お
も
し
ろ
そ
う
な
の

で
す
ぐ
見
に
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と

姉
ま
で
乗
っ
て
、
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
う
る

さ
く
は
し
ゃ
ぎ
ま
す
。
で
も
、
お
か
あ

さ
ん
が
い
る
お
か
げ
で
と
て
も
に
ぎ
や

か
で
、
楽
し
い
家
庭
で
す
。
　
（
中
略
）

　
そ
れ
か
ら
、
お
か
あ
さ
ん
は
と
っ
て

も
あ
わ
て
ん
ぼ
う
な
ん
で
す
。
私
が
買

っ
て
き
て
、
と
言
っ
た
物
を
買
っ
て
こ

な
い
で
、
買
わ
な
く
て
い
い
物
を
買
う

ん
で
す
。

　
本
当
に
私
の
お
か
あ
さ
ん
は
、
子
ど

も
っ
ぽ
い
の
で
す
。

　
私
が
歌
を
う
た
っ
て
い
る
と
、
ま
ね

し
て
歌
い
ま
す
。
そ
れ
も
と
っ
て
も
お

ん
ち
に
歌
う
の
で
す
。
だ
か
ら
私
や
姉

が
“
お
ん
ち
”
　
“
お
ん
ち
”
と
バ
カ
に

し
た
り
し
ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
時
は

ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
こ

ん
な
事
も
あ
り
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
の

き
げ
ん
の
い
い
と
き
は
、
私
を
呼
ぶ
と

　
　
　
　
　
　
　
き
“
ヒ
ロ
タ
ン
”
っ

　
　
　
　
　
　
　
て
呼
ぶ
ん
で
す
。
あ

を
髭
　
だ
か
ら
私
も
ふ
ざ
け
て
、

ン
と
呼
ん
だ
り
し
ま
す
。

　
お
か
あ
さ
ん
の
き
げ
ん
の
悪
い
と
き

は
と
っ
て
も
恐
ろ
し
い
ん
で
す
。

　
と
い
う
の
は
、
少
し
私
が
も
ん
く
い

う
と
“
う
る
さ
い
ナ
”
な
ん
て
言
う
ん

で
す
。
だ
か
ら
、
お
か
あ
さ
ん
の
き
げ

ん
の
悪
い
と
き
は
、
あ
ま
り
話
を
し
な

と
は
、
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん

と
か
、
ヒ
ロ
ミ
ち
ゃ

ん
と
呼
ぶ
ん
で
す
。

　
　
　
　
か
あ
タ
ー

い
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
私
の
お
か
あ
さ
ん
は
、

話
を
す
る
の
が
大
好
き
な
ん
で
す
。

　
す
ぐ
近
く
の
お
店
へ
行
く
の
に
三
十

分
も
四
十
分
も
か
か
る
ん
で
す
。

　
だ
か
ら
、
私
が
“
あ
ん
ま
り
話
す
と

ロ
ビ
ル
が
へ
っ
ち
ゃ
う
よ
”
な
ん
て
笑

い
な
が
ら
い
い
ま
す
。
で
も
、
こ
ん
な

子
ど
も
っ
ぽ
い
お
か
あ
さ
ん
で
す
け
れ

ど
大
好
き
で
す
。
野
外
給
食

江
南
中
　
一
C
　
馬
場
恵
利
子

　
私
達
の
中
学
校
で
は
、
去
年
か
ら
、

「
野
外
給
食
」
と
い
う
の
を
始
め
た
。

こ
の
こ
と
は
、
新
聞
に
も
の
っ
た
事
が

あ
り
、
と
て
も
有
名
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
給
食
の
目
的
は
、
回
り
の
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
「
皆
の
協
力
の
大
事

さ
、
自
然
の
美
し
さ
凶
を
か
み
し
め
る

こ
と
に
よ
り
、
給
食
も
増
し
、
体
位
向

上
を
計
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
。
小
学
校
六
年
の
時
、
先

生
が
「
中
学
で
野
外
給
食
と
い
う
の
を

は
じ
め
た
そ
う
で
す
。
皆
も
中
学
に
入

っ
た
ら
、
外
で
給
食
が
食
べ
ら
れ
ま
す

よ
凶
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
の
時
、
私

は
「
い
っ
た
い
ど
ん
な
風
な
設
借
が
あ

っ
て
、
ど
ん
な
風
に
食
事
を
す
る
の
か

な
あ
已
と
、
ち
っ
と
興
味
が
あ
っ
た
。

体
育
祭
の
時
、
中
学
校
に
行
っ
て
友
達

と
「
ど
ん
な
風
な
の
か
見
て
こ
よ
う
已

と
い
っ
て
、
門
を
入
っ
た

ら
、
す
ぐ
の
所
に
テ
ン

ト
が
張
っ
て
あ
っ
て

そ
の
下
に
テ
ー
ブ
ル
が

い
く
つ
か
並
べ
て
あ
っ
た
。

こ
の
時
「
多
分
こ
の
テ
ー
ブ

ル
で
食
べ
る
の
だ
ろ
う
な
。

よ
っ
と
き
た
な
い
な
」

れ
か
ら
、
『

な
か
っ
た
の
で
、
私
自
身
、

の
事
は
忘
れ
か
け
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
だ
け
ど
ち

　
　
　
　
　
と
思
っ
た
。
そ

入
学
す
る
ま
で
中
学
に
行
か

　
　
　
　
　
　
　
野
外
給
食

　
入
学
し
て
何
日
か
に
給
食
が
始
ま
っ

た
が
、
野
外
給
食
の
事
は
余
り
気
に
か

け
ず
毎
日
を
過
し
て
い
た
。
　
（
中
略
）

　
そ
の
日
か
ら
何
日
か
立
っ
て
今
日
や

っ
と
番
が
回
っ
て
来
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
時
に
私
の
グ
ル
ー
プ
が
当
番
を
や
る

こ
と
に
な
っ
た
。
心
の
中
で
「
こ
の
前

の
願
い
が
通
じ
ま
す
よ
う
に
凶
と
祈
っ

て
い
た
が
、
初
め
て
な
も
の
で
う
ま
く

行
く
か
ど
う
か
と
い
う
不
安
の
方
が
強

く
そ
れ
に
今
日
は
「
お
昼
の
家
」
な
の
で

お
か
ず
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
っ
た
。
見
た
ら
、
ハ
ン
バ
ー
グ
だ
っ

た
の
で
少
し
は
い
い
な
と
安
心
し
て
い

た
が
、
初
め
て
な
の
で
よ
く
わ
け
が
わ

か
ら
ず
、
焼
い
て
い
る
途
中
で
火
が
消

え
た
り
、
油
が
な
く
な
っ
て
少
し
鉄
板

に
く
っ
つ
い
て
し
ま
っ
た
り
す
る
と
皆

ざ
わ
ざ
わ
さ
わ
ぎ
始
め
る
の
だ
。
当
番

の
人
達
も
い
っ
し
ょ
う
け
ん
命
だ
が
、

な
か
な
か
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な

い
人
も
い
て
、
な
ん
と
な
く
最
後
ま
で

‘．

p
』
廼

さ
わ
が
し
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
初
め
て
の
経
験
な
の
で

と
て
も
楽
し
く
、
　
「
本
当

に
よ
か
っ
た
な
あ
已
と
、

心
か
ら
思
い
、
こ
の
次
は

も
っ
と
う
ま
く
出
来
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　
み
ん
な
が
協
力
し
て
初
め
て
、
自
分

達
で
給
食
を
作
っ
て
み
て
、
ど
れ
だ
け

給
食
の
お
ば
さ
ん
が
大
変
だ
と
い
う
こ

と
も
よ
く
わ
か
っ
た
。
何
よ
り
も
、
教

室
で
食
べ
る
よ
り
青
空
の
下
で
食
事
す

る
こ
と
は
、
新
鮮
な
気
分
を
味
わ
え
る

の
で
、
い
つ
も
よ
り
お
い
し
く
い
た
だ

け
た
。

　
私
は
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
み
い
出
し

て
く
れ
た
人
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

　
又
、
こ
こ
ま
で
来
る
に
は
、
色
々
大

変
だ
っ
た
と
思
う
。
テ
ー
ブ
ル
を
作
っ

た
り
、
焼
く
所
を
作
っ
た
り
、
一
ク
ラ

ス
分
づ
つ
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
場
所
を
選
ん
だ
り
そ
こ
に
芝
生
を
植

え
た
り
、
先
ぱ
い
の
皆
さ
ん
は
、
さ
ぞ

苦
労
し
た
と
思
っ
た
。
そ
れ
を
何
も
し

な
い
私
達
が
、
堂
々
と
使
っ
て
い
る
の

は
何
か
、
申
し
わ
け
な
い
よ
う
な
気
が

す
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
を
使
う
時
は
、

て
い
ね
い
に
使
わ
ね
ば
と
、
つ
く
づ
く

感
じ
た
。
そ
し
て
、
も
っ
と
楽
し
く
出

来
る
よ
う
ア
イ
デ
ア
を
考
え
て
行
き
た

い
と
思
う
。
私
は
、
こ
の
野
外
給
食
が

全
部
の
学
校
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
願

つ
て
い
る
。

’
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
既
存
権
利
の

　
届
出
を
し
た
か
た
は

　
江
南
村
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
二

月
二
十
八
日
か
ら
都
市
計
画
法
に
よ
る

開
発
許
可
制
度
が
適
用
さ
れ
、
既
存
権

利
届
の
受
付
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
昭

和
五
十
年
十
二
月
二

七
日
を
も
っ
て
期

満
了
に
な
り
、
そ

以
後
の
建
築
は
不

可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
ま
だ
、

手
続
（
開
発
許
可

た
は
、
建
築
許
可

を
し
て
い
な
い
か
た
は
、
早
急
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
尚
、
申
請
の
受
付
は
、
十
月
末
日
で

締
切
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
の
お
問
い

　
合
せ
は
、
役
場
建
設
課
へ
ど
う
ぞ
。

児
童
手
当
五
干
円
に
ア
ッ
プ

　
　
　
十
月
分
か
ら

　
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
家
庭
生

活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
児
童
手
当
」
の
額
が
、
十
月
分
か
ら

月
額
五
千
円
（
前
は
四
千
円
）
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
引
上
げ
後
の
手
当
を
受
取
る

の
は
、
通
常
の
場
合
、
来
年
二
月
以
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

に
な
り
ま
す
。

　
ま
だ
認
定
請
求
を
し
て
い
な
い
か
た

ま
た
は
、
，
現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
か

た
で
、
住
所
を
変
更
し
た
勝
合
は
、
早

め
に
役
場
住
民
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

事
業
主
の
　
事
業
主
の
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
内
職
者
を
お

み
な
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
求
め
の
か
た
は
、

　
　
　
　
へ
“
”
次
の
内
職
相
談
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
　
熊
谷
地
方
庁
舎
内

電
話
　
二
三
ー
二
八
〇
一
内
線
三
一
〇

　
「
年
金
の
話
」
を
　
　
　
社
会
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
庁
で
は
次
に

　
　
テ
レ
ビ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
「
き
ょ

　
　
　
　
ど
う
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
の
健
康
あ

す
の
年
金
」
の
番
組
を
放
送
い
た
し
ま

す
。一
、
放
送
日
時
　
十
月
四
日
～
十
二
月

　
　
．
二
十
七
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

　
　
　
午
前
十
一
時
十
五
分
か
ら
十
五

　
　
　
分
間

一
、
放
送
局
名
　
フ
ジ
テ
レ
ビ

ー0

月
2
5
日
　
特
例
納
付
っ
て
な
あ
ー
に

11

月
隻
日
　
年
金
の
保
養
施
設
を
利
用

　
　
　
　
　
し
ま
し
よ
う

n
月
8
日
　
社
会
保
険
の
ご
相
談
は
お

　
　
　
　
　
気
軽
に

11

月
1
5
日
　
社
会
保
険
の
専
門
家
は
あ

　
　
　
　
　
な
た
の
身
近
に
い
ま
す
。

n
月
2
2
日
　
年
金
時
代
を
迎
え
て

U
月
29
日
　
私
た
ち
と
国
民
年
金

）

）

衛生関係行事予定表
月 行　　　　　事 対　象　者 場　　所 時　　間

10

　
　
　
月

13日妊　婦　検診 村内の妊婦全員 母子センター 1：30

20日子宮ガン検診 村内の女性 〃

22日生ワク投与
497．1～49，12．31

50，1．1～5α6．30
〃 1：30

24日狂犬病予防注射 村内6カ所 9＝30～3：09

翔胃　検　診 〃

31日狂犬病予防注射 役　　場 9：30～12：00

11

月

10日乳児健康相談 50．8月生まれ 母子センター LOO～1：30

17日妊　婦　検診 村内の妊婦全員 〃 1：30

12

　
　
　
月

1日乳児健康相談 50．9月生まれ 〃 1：00～1：30

3日乳ガン検診村内の女性 〃

5日子犬の集収

15日妊　婦　検診 村内の妊婦全員 〃 1：30
24日献　　　　　血 〃

12

月
6
日
　
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保

　
　
　
　
　
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

12

月
13
日
　
私
た
ち
と
通
算
年
金

12

月
2
7
日
　
国
民
年
金
の
第
一
線
で
働

　
　
　
　
　
く
人
々
、

カ
ラ
ッ
ト
晴
れ
た
ら

寝
具
を
干
し
ま
し
ょ
う

　
こ
れ
か
ら
は
暖
か
く
寝
る
工
夫
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
暖
か
く
寝
る
と
い
う
の
は
、
な
に
も

た
く
さ
ん
か
け
た
り
、
電
気
毛
布
を
使

用
す
る
ば
か
り
が
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
か
ら
っ
と
晴
れ
た
日
に
は
、
必
ず
寝

具
を
戸
外
へ
出
し
て
日
に
当
て
て
使
う

こ
と
で
す
。

　
日
に
あ
て
た
ら
、
ま
だ
日
の
．
落
ち
な

い
う
ち
に
取
り
こ
み
ま
す
。

　
ほ
か
ほ
か
と
綿
の
ぬ
く
も
り
は
、
お

金
で
は
買
え
な
い
暖
か
さ
で
す
。

　
た
だ
し
、
ラ
バ
フ
ォ
ー
ム
製
の
寝
具

は
直
射
日
光
に
当
て
る
と
老
化
を
早
め

ま
す
か
ら
、
か
げ
ぼ
し
に
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
テ
ン
な
ど
の
掛
け
ぶ
と
ん

は
、
シ
ー
ツ
を
か
け
た
ま
ま
乾
す
と
色

や
け
を
防
ぎ
ま
す
。

）
）

難懸灘

灘

，
，
，
「
天
知
る
、
地
知
る
、

　
　
吾
知
る
、
人
知
る
」

　
何
か
う
ま
い
こ
と
を
し
よ
う
と
、

ひ
そ
か
に
ワ
イ
ロ
を
持
っ
て
行
き
頼

み
こ
ん
だ
男
に
、
揚
震
が
言
っ
た
。

「
他
人
は
知
る
ま
い
と
思
っ
て
も
、

天
地
の
神
々
も
知
っ
て
お
ら
れ
る
し

自
分
も
、
お
前
も
知
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
不
正
な
こ
と
は
必
ず
あ
ら
わ
れ

る
已

　
と
、
断
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
揚
震
伝
）

　
　
　
　
　
　
一

璽
．．

野
・

　
自
分
の
心
に
恥
じ
な
い
行
動
を
と

っ
て
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
選
挙
を
正
し
く
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。




